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②試験実習の概要

一般薬検査室では、前期は水溶性ビタミン剤につい

て、パンテチンを含有する製剤の定量法（HPLC法）、

塩酸フルスルチアミンを含有する製剤の定量法（HPLC

法）及びリン酸リボフラビンを含有する製剤の定量法

（紫外可視吸光度測定法）に関する講義及び当所で準備

した製剤を用いて実習を行った。後期は、肝臓疾患用

剤・解毒剤・アレルギー用剤について、ＤＬ－メチオ

ニンを含有する2製剤の定量法（酸化還元滴定法、紫外

可視吸光度測定法）及びアミノエチルスルホン酸を含

有する製剤の定量法（中和滴定法）に関して講義及び

実習を行った。

残留化学検査室では、合成抗菌剤I（チアンフェニコ

ール、オキソリン酸及びナリジクス酸を含有する製剤）

について講義及び実習を行った。HPLC法及び滴定法に

関する原理等の説明、各種操作の留意点の説明の後、

当所で準備した製剤を用いて、チアンフェニコール剤

はHPLC法で、また、オキソリン酸製剤は吸光度法で分

析を行い、結果判定までの一連の操作の実習を行った。

また、オキソリン酸標準品の純度測定のための電位差

滴定法の実習も行った。
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①講義等

ア．製剤分析に係る基礎知識

安全に試験を行うための基本的注意、廃棄物の取

り扱い、製剤の規格、用語の説明を行った。

イ．製剤分析に係る実験準備

器具（測容器）、機器（分光光度計、HPLC）の説

明を行った。

ウ．製剤分析に係る実験器具・HPLC等の取り扱い

試料の採取から測定・使用した器具の洗浄に至る

検査の流れの説明を行った。

②試験実習の概要

酢酸dl－α－トコフェロールを含む製剤の定量法

（HPLC法）及び有効ヨウ素を含む製剤の定量法（酸化

還元滴定法）についての講義及び当所で準備した製剤

を用いた実習を行った。特に、ピペット、ビュレット、

メスフラスコ等の器具及びHPLCの取り扱い方法につい

て時間をかけて基礎的な技術の習得を図った。

このような基礎的な研修は、引き続き行われた本研

修の受講に大変役立ったと参加者から好評であった。
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